
女性活躍推進

三重交通グループは女性活躍推進法に基づき、女性比率
の拡大や職場環境の整備等をはじめとした行動計画を
2016年４月に策定しました。当社グループでは、キャリア
アップを目的とした女性社員研修の開催や、女性を対象
とした運転体験付き会社説明会の開催などに取り組んで
います。性別にかかわらず、本人の能力・適性などを公正に
評価し、今後も女性社員の積極的な育成・登用を継続して
いきます。

三重交通グループ

障がい者雇用推進

グループ全体（2018年３月末現在）で、74名を雇用し、障
がい者雇用率は前年を上回る2.28％であり、2018年度
から新たに制定された法定雇用率（2.2％）を上回っており
ます。障がい者はもとより、女性・高齢者・若年者等、多様
な人材の一人ひとりがその能力を存分に発揮できるよう
な就労環境を整えつつ、今後も全社を挙げて雇用促進を
図っていきます。

三重交通グループ

働き方改革

三重交通グループでは、社員の心身の健康確保とワーク
ライフバランスを推進し、長時間労働の抑制と年次有給休暇の
取得促進に取り組んでいます。各社の実情に合わせ、ノー
残業デーや時間単位の年次有給休暇取得、連続休暇の
取得促進等を行うことで、労働時間の削減や年次有給休暇の
取得率向上を目指しています。

三重交通グループ

従業員のために

■女性管理監督職割合（2018年3月）
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子育て支援

三重交通グループでは、人材の多様化への対応の
一つとして、「子育て支援」にも取り組んでいます。具体的には、
家族手当の支給額見直し、保育施設の企業優先枠の確保、
育児休業制度の改正等を実施しており、男女共に活躍し、
いきいきと働ける職場環境づくりに取り組んでいます。
この結果、三重交通においては2017年に三重県より「みえ
の働き方改革推進企業」認証を取得いたしました。

三重交通グループ

女性運転体験会の様子

三重交通グループ

外国人労働者の雇用推進

三重交通グループでは、多様な人材の活用を行っており、
外国人労働者の受入れも積極的に行っています。
2018年6月現在に外国人労働者の受入れを実施してい

る会社は以下の通りです。
名阪近鉄バス（正社員１名）、三重いすゞ 自動車（正社員４名・

派遣２名）、鳥羽シーサイドホテル（正社員１名、派遣２名、
パート１名、インターンシップ４名）、三交興業（インターン
シップ２名）、名阪近鉄旅行（正社員１名）。

（女性社員数/全社員数） （女性管理監督職数/女性社員数）
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三重交通グループ

人材育成

入社後、新入社員研修や、階層別、職種別研修などの
各種研修のほか、資格取得支援制度や自己啓発通信教育
制度の導入など、積極的に人材育成に取り組んでいます。
また、社内では得ることのできない知識やノウハウの習得
のため、多くの若手社員がグループ会社や、県などの社外
機関への出向を経験しています。この経験が、柔軟で、情報力と
行動力ある人材の育成に大きな効果を上げています。

従業員の資格取得をサポート

㈱三交ドライビングスクールでは、従業員の資格取得の
サポートとして、様々な車種の運転免許取得のため車両やコース
の貸し出し、既得免許者を指導に充てる等、支援をしています。
また、免許取得後は免許取得時同様に当該車種の教習指導
員資格、技能検定員資格の取得も併せて支援をしています。

（株）三交ドライビングスクール

愛知県ファミリー・フレンドリー企業に登録

名阪近鉄バス㈱は、社員のワーク・
ライフ・バランスに取り組む企業として、
2016年から「愛知県ファミリー・フレン
ドリー企業」に登録されています。
仕事と生活の両立ができるよう制度の
整備や研修等を行っています。

名阪近鉄バス（株）

愛知県ファミリー・フレンドリー企業登録証

新入社員フォローアップ研修

地域のために‐1

バスの乗り方教室を開催

三重交通㈱は、園児、小学生とその保護者を対象に、
バスの乗り方教室（行先表示の見方、バス乗降の仕方や
車いすの乗車体験など）を随時開催しています。その他、
運転士の点呼風景の見学、洗車体験の実施、整備工場の
見学など、普段体験できないバスとのつながりを体験して
いただいています。
また、高齢者を対象にした教室も随時開催しており、バスに
安全に乗っていただく為の適切な利用方法を、体験を交え
ながら学んでいただいています。

三重交通（株）

バスの乗り方教室での講習会

バスの乗り方教室の様子

三重交通㈱では、「夏の生活スタイル変革」として、夏期
の柔軟な出退勤を可能にする「ゆう活」を2018年７・８月に
初めて実施しました。今後も、各
人の生活スタイルに応じた働き
方改革の推進を図ることで、時間
外労働の削減・仕事とプライベー
トの両立ができる職場づくりに
取り組んでいきます。

ワークライフバランスの推進
三重交通（株）

利用者数
10.8%

■利用者数率

安
全・安
心
へ
の
取
組
み

環
境
へ
の
取
組
み

社
会
へ
の
取
組
み
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ヴィアティン三重とスポンサー契約

三交不動産㈱は、２０１７年7月に三重県内で唯一バレー
ボールⅤリーグに加盟している「ヴィアティン三重」と
スポンサー契約を締結しました。三重県内で幅広く活躍する
「ヴィアティン三重」とスポーツを通じて、地域振興に努めて
います。

三交不動産（株）

三重県警での出発式の様子

FC岐阜にチームバス寄贈

名阪近鉄バス㈱は、2018年2月26日、地元岐阜県の
サッカーＪ２リーグ「ＦＣ岐阜」を応援するべく、選手が使用
する新チームバスを寄贈しました。当日岐阜市スポーツ
交流センターにて行われた贈呈式では、デザインを一新した
バスを前にＦＣ岐阜の首脳陣や選手の代表にリーグ戦での
活躍を願い、エールを送りました。

名阪近鉄バス（株）

スポンサー契約の会見の様子（2017年11月）

FC岐阜にチームバス寄贈

三重交通㈱、三交伊勢志摩交通㈱、八風バス㈱は、三重
県警とバス協会の協力のもと、２０１７年９月より、回送時
バスの方向幕（行先表示部分）に交通安全啓発の標語「シート
ベルト着用していますか」を表示する取組みを開始しま
した。これは、県内乗用車のシートベルト着用率を増やし、
少しでも事故の軽減につながるよう啓発する取組みで
あり、三重交通グループをはじめとする県内４社のバス
会社により実施されています。
（三重急行自動車㈱は2018年10月より開始）

地域のために‐2

シートベルト着用の呼びかけ
三重交通（株）

八風バス（株）

三重急行自動車（株）三交伊勢志摩交通（株）

三重交通G 
スポーツの杜 伊勢

三重交通G 
スポーツの杜 鈴鹿

三重交通グループホールディングス㈱は、社会貢献の
一環として２０１４年１０月より「三重県鈴鹿スポーツガーデン
（鈴鹿市）」と「三重県営総合競技場（伊勢市）」のネーミング
ライツ（命名権）を取得しています。両施設は「三重交通Ｇ
スポーツの杜 鈴鹿・伊勢」として現在運営されており、スポー
ツ振興のための事業や施設の維持管理に貢献しています。 

ネーミングライツでスポーツ振興に貢献
三重交通グループホールディングス（株）
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鈴鹿サーキット「働くクルマ大集合！！」へ出展

三重いすゞ 自動車㈱は、２０１７年５月３日～６日の４日間、
鈴鹿サーキットにおいて開催された「働くクルマ大集合！！」に
今年も出展しました。東京モーターショー２０１７に出展
された6×6（シックス・バイ・シックス）他計６台の車両を
展示し、恒例の乗車体験も大変好評でした。また、今年は
国際レーシングコースを展示車両で走行するイベントも
実施され、４台が出走し華を添えました。

三重いすゞ 自動車（株）

松阪工業高等学校へ寄贈

三重いすゞ 自動車㈱は、2017年9月11日に三重県立松
阪工業高等学校へ、中型トラックのエンジン1基と小型
トラック1台を寄贈しました。
エンジンの仕組みや、

車両の構造などを学んで
もらうための教材として、
より多くの生徒さんに
興味を持ってもらえる
ようにと寄贈しました。

三重いすゞ 自動車（株）

津高等技術学校へ寄贈

三重いすゞ自動車㈱は、2017年9月28日に三重県立
津高等技術学校へトラックの排気ガス浄化装置の仕組みを
学ぶ教材として尿素SCRシステム実習装置を寄贈しました。
多数の部品で構成されている排気ガス浄化装置は、内部
構成を全体的に目にすることはほとんどありませんが、
それぞれの部品をカットモデルにして、内部構成と作動を
視覚的に学び、システム全体の働きについて理解を深める
ことができます。今回のカットモデルを使用して優秀な
整備士が育成されることを期待して寄贈しました。

三重いすゞ 自動車（株）

鈴鹿サーキット「働くクルマ大集合!!」会場風景

松阪工業高等学校へ寄贈したトラックとエンジン

寄贈した尿素ＣＳＲシステム実習装置

中学生の職場体験受入れ

三重交通商事㈱では、地域の中学校の生徒が事業所などの
職場で働くことを通じて、実際の職業や仕事について体験
したり、働く人々と接したりする学習活動に協力しています。
<最近の実績>
2017年5月 熊野国道ＳＳ 2名受入れ
2017年6月/2018年6月 尾鷲ＳＳ 各1名受入れ
2017年9月 津丸ノ内ＳＳ 2名受入れ
2017年10月 桑名八間通ＳＳ 2名受入れ
※毎年桑名・津・南紀地区にて実施しています。

三重交通商事（株）

太陽の街「ガスお客様感謝祭」開催

三重交通商事㈱の液化ガス事業部門では、毎年、春
（５月頃）と秋（10月頃）に鈴鹿市の太陽の街団地内において、
日頃のご利用を感謝して、
イベントを開催しています。
記念品を来場者全員に進呈
したり、ビンゴゲーム大会を
楽しんでもらったりしてお客
様とのコミュニケーションを
深めています。

三重交通商事（株）

太陽の街ガスお客様感謝祭

職場体験等の受入れ

名阪関ドライブイン・名阪上野ドライブインでは、三重県
教育委員会が推進する職場体験やインターンシップ等の
受け入れに協力しています。本年も地元中学校から生徒を
受け入れ現場実習を実施し、生徒は配膳など軽作業や
接客を体験しました。今後も学校のキャリア教育推進に
積極的に協力します。

三交興業（株）

職場体験の様子
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わくわくワーク職場体験学習

㈱松阪カントリークラブでは、毎年6月、地域貢献の一環
として、職場体験学習「わくわくワーク」への体験活動の
場を提供しています。職場体験学習「わくわくワーク」は、地元
中学生が日常の学校生活を離れ、地域に出て様々な活動や
体験を通して、豊かな感性や創造性などを高めることを
目的とした学習の場となっています。

（株）松阪カントリークラブ

「RUN伴 2017 三重」に参加

三交ウェルフェア㈱は、2017年10月に開催された認知
症の啓発イベント、「RUN伴 2017 三重（桑名コース）」に
サービス付き高齢者向け住宅「ウェルフェア桑名」の入居者
3名とスタッフ3名が参加し、第１区間「七里の渡跡」～「五代
茶屋（寺町通り商店街）」のタスキをつなぎました。

三交ウェルフェア（株）

名阪近鉄バス㈱は、
大垣駅前にて年３回の
清掃活動、またNPO法人
「水都まちづくり」を
中心とした実行委員会
による「水門川クリーン
作戦」に毎年参加し、
地域の美化活動を行って
おり、2017年7月に大垣
市内の企業や団体、市民の
皆さんとともに市内を
流れる水門川の清掃を
行いました。
名阪近鉄旅行（株）は、

観光バスが多く発着する
ＪＲ名古屋駅太閤通口前の
道路及びその周辺にて、
毎月第３水曜日に清掃
活動を行い環境美化に
努めています。
四日市自動車学校では、

定期的に自動車学校周辺の
ゴミ拾い等の美化、道路
脇の除草をしています。

地域美化活動の実施
名阪近鉄バス（株） 名阪近鉄旅行（株） （株）三交ドライビングスクール

職場体験学習「わくわくワーク」の様子

「ＲＵＮ伴 2017 三重」に参加

NPO法人「水都まちづくり」を中心とした
実行委員会による「水門川クリーン作戦」に
参加（毎年）

四日市自動車学校周辺で清掃活動

ＪＲ名古屋駅太閤通口前で清掃活動

地域のために‐3

学生インターンシップ受入れ

三重交通グループではインターンシップ受入れを積極的
に行っています。
鳥羽シーサイドホテル㈱では、例年夏休みを利用した学
生インターンシップを受入れています。本年は、県内外の
大学生８名、外国人留学生２名、短大生３名がフロントベル係
（お客様のお出迎えや客室までのご案内）、調理専門学校
生４名が、調理係として約１０日間実際に現場に入り、研修を
受けました。

鳥羽シーサイドホテル（株）

インターンシップの様子（鳥羽シーサイドホテル）

三重交通（株）

また、三重交通㈱でも毎年受け入れを行っており、2017
年度は夏休み期間を利用した日程で6名、11月に7名、
2018年2月に28名の大学生を受入れました。
近年、学校や行政側も学生が就職先を考える貴重な機会

としてインターンシップを重要視しており、今後さらに拡大
していくことが予想されます。
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地域学生へ、社会見学や職場体験学習を実施

名四自動車学校では、地域の学校に対し、社会見学や
職場体験学習の受入れ協力を行っています。
小学２年生に対しては、社会見学の受入れ協力を行い、

自動車学校の仕組みや社会的役割について学んでもらって
います。また、中学校２校に対しても職場体験学習の受入れ
協力を行っています。

（株）三交ドライビングスクール

社会見学の実施

高齢者や学生を対象とした交通安全講習

四日市自動車学校では、２年に１回地域の老人クラブと
協力して高齢者の方々を対象に、当校指導員が高齢者の事故
防止方法などの講習を行っています。また、安全な歩行と
横断方法の実演及び指導や、自転車の点検と安全な乗り方を
指導し、講習に参加できなかった地域の高齢者に対しても
伝達指導できるよう、地域の交通安全指導者を育成して
います。
また、地域の高校に当校指導員を出張派遣して、通学時
などの事故防止を目的とした安全な自転車の乗り方、危険
予測についての交通安全、高校近隣の事故統計等の講習を
随時実施しています。実際にあった自転車事故の再現
ドラマのＤＶＤを上映し、被害者・加害者となった時の悲惨
さを訴えています。

（株）三交ドライビングスクール

高校生へ安全講習会

高齢者向け安全講習

交通安全街頭運動

四日市自動車学校では、年間４回実施されている交通安全
運動の各運動期間中の初日に、社員により、近隣主要道路にて
信号待ちの自動車や、横断歩行者または自転車に向けて、
交通安全啓発グッズやチラシを配布し、交通安全を呼びかける
街頭運動を実施しています。
また、「交通安全運動実施中」のタスキを掛け、歩行者保護の

ため「横断中」の旗を持ち、横断者の安全確保に努めています。

（株）三交ドライビングスクール

交通安全指導の様子

岡山県に義援金を寄付

三重交通グループホールディングス㈱
は、2018年７月に発生した西日本
豪雨について、被災者の支援及び
被災地の復興に役立てていただ
くため、義援金を岡山県に寄付し
ました。

義援金で西日本豪雨の復興を支援
三重交通グループホールディングス（株）

地元木材の活用と雇用の創出

三交不動産㈱の戸建住宅で使用する木材は、創業以来地
元大台町産の木材にこだわってきました。それは地域と共に
歩んできた歴史です。未来を見据えて山を育てる宮川森林
組合から良質な木材を確保し、大台町と第三セクターの
プレカット工場（㈱エム・エス・ピー）を設立し、加工における
品質に責任を持つとともに地元に雇用を生み出しています。
地域密着の姿勢が高い評価をいただいています。

三交不動産（株）

地元木材を活用（（株）エム・エス・ピーより）

安
全・安
心
へ
の
取
組
み

環
境
へ
の
取
組
み

社
会
へ
の
取
組
み
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